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1． はじめに 

 最近では必要な情報を得るためにネット上で検索することが

多い。しかし必要な情報を効率よく得ることはなかなかできな

い。地名は地域のニュースや情報を得るのにとても重要な要素

である。そこで本研究では、毎年保守管理されている全国住所

辞書[1]の住所情報を地域区分単位に分割して、地名情報を取得

する。その地名情報を元に地名辞書を作成し、 新聞記事に対す

る地域特定に使用するものとする。 

２．地名辞書 

２.１ 地域番号 

 日本全国には、同名の地名は多数存在し、地名だけで地域を

判別することはできない。そこで、地名辞書を作成する際に、

日本全国の地名それぞれに対して識別可能な番号を割り当てる

必要がある。本研究では、その番号を地域番号と呼ぶ。 
 地域番号の割り当て規則は次のとおりである。図１にその例

を示す。 
(1) 現在、日本の地域は最大5階層で表現される。そこで

本研究でも地域を５つの階層で表現する。 
(2) 地域は、ひとつの地域階層を3桁で表した15桁の整

数値で表現する。 
(3) 該当地域階層より下位の地域階層は0で表現する。 

 
図1 地域番号の例 

２.２ 地名辞書の構成 

 地名辞書は２つのテーブルから構成される。 
 (1) 地域情報テーブル 

 主に、地域番号が与えられた場合、その番号に対応する

地域情報（地域名、読み仮名、郵便番号）を取得するとき

に利用するものである。（図2） 

 
図2 地域情報テーブル 

 
図3 文字インデックステーブル 
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 (2) 文字インデックステーブル 
 主に、文書中から抽出された地名表現文字列が与えられ

た場合、その文字列を含む地域の地域番号を取得するとき

に利用するものである。（図3） 

３．地名特定方式 

３.１ 地名抽出方法 

 文書の地域を特定するには、文書中の地名を全て抽出する必

要がある。そのため、まず形態素解析を行い、単語情報を取得

する。本研究で使用した形態素解析器は「茶筌Ver2.0」である。 
 地名候補を漏れなく抽出するために、地域、人名、組織名と

認識されたものはすべて抽出する。また、地域の接尾辞を利用

し、地域を特定する際に有用な情報かどうかを判別する。もし、

無用な情報ならその地名候補は利用しない。 
 無用な情報となる接尾辞は主に、“川名”や“道名”など地域

を横断するものの名称である。 

３.２ 地域距離 

 文書中の地名表現文字列から検索された地域候補が多数ある

場合、その文書の地名特定はできない。しかし、文書中にそれ

とは別の地名表現文字列があった場合、これらの地域候補の関

係を調べれば地域候補を絞ることが可能になる。 
 そこで、地名特定をする際に、共出する２つの地域間の距離

を表す値を計算する。本研究ではその距離を地域距離と呼び、

地域距離を計算する際に地域階層の値を利用する。地域階層に

は最上位を”1”とし、順に”5”までの整数値で表現した階層値を

与える。（図4） 
 地域距離の計算式は次のとおりとする。 
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 Li、Ljは同一文書中に出現した地域で、異なる地名表現文字列

から取得された地域候補、LijはLi、Lj両方に共通な上位階層で

一番階層の低い地域、DijはLi、Ljの間の地域距離を表す。 

 
図4 地域階層と地域距離の例 

３.３ 地名特定方法 

 本研究では、文書中に出現する全ての地名を取得し、取得し

た全ての地域と地域の関係から得点を計算し、その得点からそ

の文書を表す地名を特定することを目的としている。 
得点を計算する手順を説明する。 

地域番号(LONG) 地名表現文字列(STRING) 

001 000 000 000 000 

地域番号 

東京都 

新宿区 

西新宿 

001 004 000 000 000 

001 004 006 000 000 

 

 

 

地域番号(LONG) 地域名(STRING) 読み(STRING) 郵便番号(INT) 
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例）四谷と西新宿の距離 
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(1) 地名表現文字列に得点を与える 
 文書に地名表現文字列がｎ種類出現した場合、各地名表現

文字列LSiの得点は次の式で表される。 

100×= iNip LSLS  ( )ni ≤≤1   

  LSipはLSiの得点、LSiNはLSiの出現回数を表す。 
(2) 地域候補に得点を与える 
 地域候補は地名表現文字列から地名辞書を用いることによ

って取得することができ、文書と関連のある地域の候補のこ

とである。地名表現文字列 LSj（1≦j≦n）からｍj 個の地域

候補が取得された場合、地域候補Lji（1≦i≦mj）の得点を次

の式で表す。 
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  LjipがLSjから取得した地域候補の得点、LcompjN 、LsubjN

は地域候補数のうち、地域名と地名表現文字列が、それぞれ

完全に一致したものの数と、部分的に一致したものの数を表

す。 
(3) 地域間の関連を得点に反映させる。 
 すべての地域候補に対して地域距離を計算し、その距離に

応じた点数を加算する。そして、最も距離の近い地域候補と

の地域距離を点数に反映させる。このとき、同じ地名表現文

字列から取得された地域候補同士での地域距離の計算は行

わない。計算式は次のとおりである。 
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  Ljip、Lghpは地域候補の得点、DjighはLjiとLghの地域距離、

DjigkはLjiと際近接地域候補Lgkの地域距離を表す。 
(4) 下位地域候補との関連を得点に反映させる。 
 下位階層の地域候補が存在する場合は、すべての下位地域

候補との地域距離を計算し、その値に応じた得点を加算する。 
 

   

LgrpはLjiの下位地域候補Lgrの得点、DjigrはLjiとLgrの地

域距離を表す。LgrはLghに含まれるうち、Ljiの下位地域の地

域候補である。 
(5) 地域候補Ljiの得点は、(1)～(4)により得たLjitとする。 

 

４．実験 

４.１ 実験方法 

 本研究の評価に用いた実験データは、毎日新聞社（1998年度）

の新聞記事から無作為に選択した300件の記事文書である。新

聞記事は掲載面の種類ごとに分かれており、実験は社会面、経

済面について行った。 
 新聞記事から抽出される地名情報の多くは、例えば「東京都

新宿区西新宿」のように、本研究の特定方法を利用する必要の

ないものである。そこで、評価する記事をこの観点から分類し

た。 
まず、抽出した新聞記事のなかから、地名情報が全く入って

いないものを除外する。残った記事の内、本研究の特定方法を

利用しなくても良いものと、そうでないものを分類し、それぞ

れの割合を求める。 
最後に、本研究の特定方法を利用しなければならない記事を

処理対象として、平均精度を求める。このとき、平均精度は地

域の階層ごとに求める。 

４.２ 実験結果 

表1 本特定処理対象の割合（毎日新聞1998） 
 処理対象（％） 処理対象外（％） 

社会面 24.3 75.7 
経済面 12.8 87.2 

表2 平均精度（％）（毎日新聞1998） 
階層 1 2 3 4 5 
社会面 0.862 0.753 0.774 0.653 0.526 
経済面 0.843 0.685 0.623   

４.３ 実験結果の考察 

平均精度評価が下位階層において下がっているのは、下位階

層の地域名の曖昧性が高いことが原因となっている。また、経

済面での階層４以下の評価は、新聞記事に４階層以下の地名に

関する記事がないためである。 
本研究の手法では、地名の表現が曖昧な文書に対して処理を

行うことによって、その文書の地域を特定することを目的とし

ている。本特定方式の有効な適用分野について、実験をする必

要がある。 

５．おわりに 

 現在、文書の地域特定をする際に文書中の地名情報のみを利

用しているが、地域を特定するようなランドマークや施設など

も利用して特定を行えば、より曖昧な文書も特定が可能になる

ので、それを実現させるために研究を進めていく予定である。 
 また、本方式は、地域情報を検索する際に目的の地域とは異

なった検索結果を除外する場面で有効であり、その効果を確認

する予定である。 
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